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第1章　商業の学習ガイダンス
2　しっかり楽しく学んでいこう
1　どのように商業を学ぶのだろう？
2　商業の学習と進路との関係はどうなっているのだろう？

1　学習内容のアウトライン

商業の学習内容は四つの分野からできています。まず，p.８のシーン１「お客のハートをつかむ」に対応するマーケティング分野，p.９のシーン２「経済社会をリード」に対応するビジネス経済分野，p.10のシーン３「ビジネス言語」に対応する会計分野，p.11のシーン４「高度情報通信技術」に対応するビジネス情報分野です。次に，この４分野を一つひとつみてみましょう。
1　マーケティング分野

この分野では，企業がお客のニーズを満たすために行うさまざまな活動について学びます。たとえば，市場調査のやり方や価格の決め方，広告や販売促進など顧客満足を実現するために必要な企業の活動について学びます。また，地域産業の特色を出せるような商品の開発なども体験的に学びます。
なお，この分野に属する科目には「ビジネス基礎」・「マーケティング」・「商品開発」・「広告と販売促進」があります。
2　ビジネス経済分野
この分野では，経済社会の動向やビジネスの機会，地域産業の振興など経済に関する内容を学びます。たとえば，需要や供給などのミクロ経済理論および景気循環や経済政策などのマクロ経済理論の基礎的な内容，産業構造の変化や経済の国際化などです。また，経済活動に関する法律についても学びます。
なお，この分野に属する科目には「ビジネス基礎」・「ビジネス経済」・「ビジネス経済応用」・「経済活動と法」があります。
3　会計分野
この分野では，企業の経営活動を一定のルールで記録する簿記や会計情報の提供の仕方などについて学びます。たとえば，この分野を学習するときの基礎となる仕訳という作業の方法や経営活動の結果を報告するための書類の作成方法などです。また，製品をつくるためにかかった費用の計算の仕方や企業の経営を管理するための会計についても学べます。
なお，この分野に属する科目には「ビジネス基礎」・「簿記」・「財務会計Ⅰ」・「財務会計Ⅱ」・「原価計算」・「管理会計」があります。
4　ビジネス情報分野
ビジネス情報分野では，ビジネスの世界でよく利用されているソフトウェアの操作や活用方法などコンピュータや情報通信ネットワークに関する内容を学びます。また，さまざまなメディアを利用して文書をつくったり，プログラムをつくったりすること（プログラミング）も学習します。
たとえば，表計算ソフトウェアを使って，ある商店の売上高のグラフをつくったり，音声や動く画像を取りこんで，商品広告をつくったりします。また，ビジネスに関するデータの整理や検索の方法なども学びます。
なお，この分野に属する科目には，「ビジネス基礎」・「情報処理」・「ビジネス情報」・「電子商取引」・「プログラミング」・「ビジネス情報管理」があります。
以上のほかに，商業の学習の総まとめとして，「課題研究」・「総合実践」・「ビジネス実務」があります。商業の学習分野とおもな科目を表にまとめると，次ページのようになります。
2　どのように学んでいけばよいか

学習内容のアウトラインがわかったところで，次にどのように学んでいけばよいのかをガイダンスします。
1　自ら考え，自ら学ぶ
商業の学習内容は，豊富で，学んでいて楽しいことばかりです。しかし，すべての内容を学習する必要はありません。自分の興味や関心，夢ふくらむ将来の進路などをよく考えて，学習内容を決めましょう。
わからないことがあっても，すぐに他人に聞かずに，自分で調べ，自分で考えて，自分で答えをみつけるようにしましょう。
どうしても行きづまってしまったら，先生や親，友達などからヒントをもらうのもよいかもしれません。
大切なことは，何ごとにも常に関心をもち，それがどうなっているのか，どうしてそうなるのか，自分で考え，自分で学んでいこうという姿勢です。
2　基礎・基本を大切に

こんにちのビジネスの世界は，とても広く，しかも複雑で，非常にはやく変化しています。したがって，ビジネスについて学習するときは，基礎・基本ということが，いっそう大切になります。
基礎というのは，いわば土台のことです。ですから，いろいろな商業の科目を学ぶにあたって，まず土台となる基礎科目をしっかり学習する必要があります。「ビジネス基礎」が，それです。
「ビジネス基礎」の学習を進めるなかで，しっかり土台を固めながら，自分の学校の教育課程表や興味，関心，進路のことなどを考えて，各分野の科目を選択していきましょう。
次に，基本というのは，それぞれの商業科目において，欠くことのできない重要なことがらをいいます。ですから，基本は，みなさんが確実に身につける必要があります。学習を進めるなかで，まず，基本の内容にじっくり取り組みましょう。
基礎も基本も，先生が丁寧に指導してくれます。後は，みなさんが，意欲をもって目を輝かせれば，しっかり身につけることができます。
3　進路を考えて

10年後，20年後，30年後の自分は，何をしているでしょうか。目を閉じてゆっくり思い描いてみてください。おそらく，いきいきと幸せに暮らしている自分の姿がみえるはずです。そのためには，いま，何をすればよいでしょうか。自分の進路をしっかりみすえ，高校生活でやるべきことをみつけていきましょう。
現在，就職を考えている人は，どんな仕事をしたいのか，どんな業界に進みたいのか，自分の適性はどうなのかなど，就職に関することをよく考えて，学習分野や選択科目を決めましょう。
また，商業についてより深く専門的に学びたい人は，大学や短大，専門学校に進学するのがよいでしょう。大学などで勉強し，より高度な専門性を身につけ，ビジネスの世界をリードすることも夢ではありません。
いずれにしても，学習分野と科目選択は，自分の進路との関係で決めればよいのです。以下，いくつかの例をあげてみましょう。
例１　百貨店やスーパーなどの，販売の仕事に興味・関心がある人は，マーケティング分野の科目を中心に，あわせて「簿記」・「情報処理」・「経済活動と法」などを学習する例が考えられます。また，これらの学習により，商業経済検定試験や販売士検定試験を受験するとともに，さらに，中小企業診断士など，スペシャリストの資格試験にチャレンジできる基礎・基本を身につけましょう。
例２　将来会社をつくりたい人，あるいは経済の動きに興味・関心がある人は，ビジネス経済分野の科目を中心に，あわせて「マーケティング」・「簿記」・「情報処理」などを学習する例が考えられます。また，これらの学習により，商業経済検定試験を受験するとともに，さらに，中小企業診断士などスペシャリストの資格試験にチャレンジできる基礎・基本を身につけましょう。
例３　公認会計士や税理士などの仕事に興味・関心がある人は，会計分野の科目を中心に，あわせて「情報処理」・「ビジネス経済」・「経済活動と法」などを学習する例が考えられます。簿記検定試験を受験するとともに，会計のスペシャリストとしての基礎・基本をしっかり身につけましょう。
例４　コンピュータ関連の仕事に興味・関心がある人は，ビジネス情報分野の科目を中心に，あわせて「ビジネス経済」・「簿記」・「原価計算」などを学習する例が考えられます。情報処理検定試験を受験するとともに，情報処理技術者などスペシャリストの資格試験にチャレンジできる基礎・基本を身につけましょう。
なお，ビジネスの世界では，ますます英語を使う場面が増えています。商業の４分野のいずれにおいても英語の学習は欠かせません。各種英語検定試験に積極的にチャレンジして英語力も高めましょう。
4　学び続ける楽しさ

わたしたちが生きるビジネスの世界は，これからますます発展し，変化していきます。ですから，いま学んだことが，ずっと先の将来まで通用するとは限りません。
わたしたちは，ビジネスの発展・変化とともに，ビジネスについて学び続けなければなりません。つまり，生涯学習です。高校生のいま，ビジネスの基礎・基本についてしっかり学んで，「学びの芽 」をつくっておけば，生涯学習のなかで，きっと大きな花が咲くはずです。
調べ学習
●―「10年後のわたし」という題で，作文を書いてみましょう。

●―自分の学校の教育課程表をみて，１～３年次の履修科目および取得できる検定を下の表に記入してみましょう。


